


★あしヽち県民健康祭に「まちの保健室」を開催して★
職能委員 (名古屋市中村保健所)玉 置紀代子

平成20年9月 20日 (■)と 21日 (日 )にあいち健康プラザで『あいち県民健康祭』が開催さ
れ、愛矢□県看護協会も保健師職能を中心に『まちの保健窒』を開きました。
わが「まちの保健窒」は、「からだのゆがみチェック」と「音読の速さチェック」「生活
習1慣病ラ防相談」をしました。

『からだのゆがみチェック』コーナーは、目を閉じその場で30回足踏みし、目を開けた後
は自分でも信じられない方向にからだが向いていることにびっくり。外国ダ〕`らのお客様も楽
しんでいただけました。2日間で計458人の参加がありました。

『早読の速さチェック』コーナーは、音読の脳への効果が期待されていることに着目し実
施しました。400字の童話を読み、年代別に早さを競い、参加者は結果に一喜一憂されてい
ました。2日 F日日で165人の参加がありました。
いずれのコーナーも幼児から80歳代の
方までが楽しみながらチャレンジしてく
ださいました。

結果をもとに、ひとりひとりへのア
ドメヾイスをしたことはもちろん、しっ
かり看護協会の存在もPRしました。

多くの来訪者の方とも、れあい、ロノも産
師職能、看護師職能の方とも一緒に楽
しく活動し、また皆で交代しながら、
他の団体の相談コーナーを巡り、自分
たちの健康チェックをするよい機会に
もなりました。

★裁判員制度模擬体験に参加して★
職能委員 (電古屋市港保健所) 原田裕子

平成20年 11月 15日 (土)ウイル愛知で催された「模擬裁判」に裁判員として出席しました。
私以外に、職能委員2名が、傭聴人の立場で参加しました。

なぜ香護協会と関係あるの?と間かれそうですね。
実は、香護協会は愛矢□県女性団体連盟に加入しています。ご存知でしたか?
この団体は、県内の女性団体を包括している県内唯―の団体として、例えば商工会女性部、女性薬
剤師会、」Aあいち女性会、婦人消防クラブ等など、 17団体、約15万人の会員数を有しているも
のです。

この女性団体が、新たな裁判員制度による『′ム`開模擬裁判』を主催し、広く市民に広報しようとい
う試みを行つたのです。
そこで加入団体である者護協会員からも出演したわけです。

テーマは、DVを題材にした殺人未遂事件でした。妻が、酔っ払って妻を殴る夫を包丁で刺してし
まったという設定で法廷シーン、評議シーン、判決言い渡しシーンで構成されました。模擬なので
合詞はシナリオどおりなのですが、皆さんどなたも役になりきつていて本当にお上手でした。
矢□り得ることがなかつた領域の違う女性団体の方プマと短い時間でしたが、看護協会をとおして共有
できたことは、とてもいい経験になりました。

また、国民として司法に参加する裁判員制度をみなさんも身近なこととして意識してみませんか?

☆子育て応援団「チュウキョ～くんのすこやかフェスタ」に協賛☆
職能委員長 (愛矢日県半田保健所) 阿部早苗

◆年度、中京テレビが主催する子育て廟援団「チュウキョーくんのすこやかフェスタ」に
愛矢□県看護協会も参加することとなりました。
フェスタは、平成21年3月21日 (土)と22日 (日 )に愛知県体育館を会場に子育て応援
に関する種プマの催しが計画されています。

そのPRの一環で、1月中旬から2月に『愛知県
看護協会もすこやかフェスタを応援しています』
というPRビデオが約20回、放映される予定です。

1回 15秒という短いものですが、撮影は1日
がかりで、打合せも何回か行いました。
『者護職は、あなたの人生を支えるライフサ
ポーターです』というすレーションとともに、
会員の看護職がやさしく患者 (住民)さんに接
する場面が出てきます。
保健師の訪間揚面も撮つていただきましたの
で、是非お目に留めてください。

撮影に協力いただいた会員、及びその職場の
皆さんに心より感謝しています。

★「特定健康診査・保健指導者養成研修」講師を担当して★
職能委員 (ト ヨタ自動車l抑) 松浦 清恵

いつもトヨタ車をご愛顧頂きまして、誠にありがとうございます (宣伝でした)。

6/23(月 )～6/25(水)「特定健康診査・保健指導者養成研修」研修会が愛知県看護協会に
て開催され、『事業計画 。支援計画』『評価のためのデータ管理と分析』についての講義を担
当させて頂きました。

私が担当した6/25は、年前中に講義、午後グループワーク (□ ―ルプレイ)の予定でしたが、
午前中の講義の中でも、どのような保健指導の実践が効果的なのかを体感して頂くために、ア
イスブレイクやグループワーク、日標宣言等も取り入れた参加学習型の内容としました。

参加された看護師さん (約80篭 )は、非常に積極的に参加され、グループワークタ等を通じた
ディスカッションも大変盛んに行われていました。

年後のグループワークや□―ルプレイも、積極的に意見交換がなされ、効果的な保健指苺の実
践に向けた看護師さんの意欲で、会場は満ち溢れていました。

私自身、◆回の研修の講師を務め、改めて “専門曙としての保健指導技術の習得とスキル
アップヘの研鑽をしなければ"と身のヨ|き締まる思いをしました。

良い機会を与えて頂き、ありがとうございました。




